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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24年６月 13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 25年４月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 24年５月 1 日～平成 24年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,885  

百万円 

121  

百万円 

102  

百万円 

52  

円 銭 

8.94  

今回発表予想（Ｂ） 4,400  △6 △25  △35 △5.91 

増減額（Ｂ－Ａ） △485  △127    △127    △87     

増 減 率（％） △9.9 ― ― ―  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 24 年４月期第 2 四半期） 
5,384 335 334 198 33.76 

 

平成 25年４月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年５月１日～平成 25年４月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

10,414  

百万円 

437  

百万円 

421  

百万円 

234  

円 銭 

39.64  

今回発表予想（Ｂ） 10,100 367 351 175 29.59 

増減額（Ｂ－Ａ） △314 △70 △70 △59  

増 減 率（％） △3.0 △16.0 △16.6 △25.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年４月期） 
10,874  515  518  269  45.75  

 



平成 25年４月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 24年５月１日～平成 24年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,375  

百万円 

97  

百万円 

111  

百万円 

67  

円 銭 

11.44  

今回発表予想（Ｂ） 3,930 △21 5 △1 △0.16  

増減額（Ｂ－Ａ） △445 △118 △106 △68  

増 減 率（％） △10.2 ― △95.5 ―  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 24 年４月期第 2 四半期） 
― ― ― ― ― 

 

平成 25年４月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年５月１日～平成 25年４月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

9,350  

百万円 

385  

百万円 

402  

百万円 

227  

円 銭 

38.51  

今回発表予想（Ｂ） 9,050 315 332 195 32.97  

増減額（Ｂ－Ａ） △300 △70 △70 △32  

増 減 率（％） △3.2 △18.2 △17.4 △14.4  

（ご参考）前期実績 

（平成 24年４月期） 
9,942 473 507 265 45.12 

（注）当社は、平成24年４月期第2四半期においては、個別の四半期財務諸表を開示していないため、平成24年

４月期第2四半期の個別経営成績の記載をしておりません。 

 

修正の理由 

(１) 第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より485百万円減少の4,400百万円と修正いたします。 

防護服・環境資機材事業及びたたみ資材事業におきまして、東日本大震災の復興需要が、当第１四半期連

結累計期間においては、やや落ち着いて推移しました。更に、防護服・環境資機材事業においては、連日の

猛暑により汚れ作業等の分野において防護服の着用が敬遠され、夏季の売上高が予想を下回る水準で推移し

ております。また、アパレル資材事業におきましても、前連結会計年度は比較的好調であったユニフォーム

分野がその反動により販売減少傾向となり、これらにより全体の売上高は前回発表予想額を485百万円下回る

見込みです。 

利益につきましては、減収に伴う減益要因に加え、販売費及び一般管理費として、人事制度変更に伴う年

金制度見直しにより当第1四半期において退職給付費用76百万円を費用処理しました。 

これらにより全社での営業損益は前回発表予想額より127百万円減少の△6百万円、経常損益は127百万円減

少の△25百万円、四半期純損益は87百万円減少の△35百万円に各々修正いたします。 

(２) 通期連結業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より314百万円減少の10,100百万円と修正いたします。 

第2四半期連結累計期間での売上高減少分については、防護服・環境資機材事業におきまして、被災地にお

いて今後本格化する除染作業への対応等により挽回いたしますが、アパレル資材事業のユニフォーム分野に

おける需要の環境は引続き厳しく、全体の売上高は前回発表予想額を314百万円下回る見込みです。 

利益につきましては、減収に伴う減益要因に加え、退職給付費用処理の影響により、全社での営業利益は

前回発表予想額より70百万円減少の367百万円、経常利益は70百万円減少の351百万円、当期純利益は59百万

円減少の175百万円に各々修正いたします。 



(３) 第2四半期累計期間個別業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より445百万円減少の3,930百万円と修正いたします。 

また、営業損益は前回発表予想額より118百万円減少の△21百万円、経常利益は106百万円減少の5百万円、

四半期純損益は68百万円減少の△1百万円に各々修正いたします。 

修正理由につきましては、(１)の第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由と同様の理由です。 

 (４) 通期個別業績予想の修正 

売上高は前回発表予想額より300百万円減少の9,050百万円と修正いたします。 

また、営業利益は前回発表予想額より70百万円減少の315百万円、経常利益は70百万円減少の332百万円、

当期純利益は32百万円減少の195百万円に各々修正いたします。 

修正理由につきましては、(２)の通期連結業績予想の修正理由と同様の理由です。 

（５）退職給付費用について 

弊社は、平成 23 年５月より人事制度を成果主義型の制度に変更し、それに伴う年金制度の制度設計変更に

ついては、当局への認可手続きのため平成 24 年５月から適用となりました。今回の制度の見直しに伴い、年

金制度における債務評価額の見積もり方法を変更したことにより退職給付債務が増加したため、当第 1 四半

期において増加分を費用処理しております。なお弊社の退職給付会計については、いわゆる簡便法を適用し

ており、退職給付費用は発生時に全額を費用処理しております。 

 

（注）上記に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


